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一
、  

は
じ
め
に

―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
国
際
性
に
関
す
る
一
視
座

日
本
文
学
史
上
に
お
い
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
果
た
し
た
意
義
の
一
つ
と
し

て
、
国
際
性
を
持
っ
た
文
学
運
動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
が
高
揚
し
て
い
た
一
九
三
一
年
当
時
、
鹿
地
亘
は
そ
の
国

際
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
は
一
九
三
一
年
に
お
い
て
、
始
め
て
、
国
際

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
文
化
的
建
設
の
運
動
に
、
そ
の
一
部
分
と
し
て
結
び
つ

い
た
。
日
本
の
運
動
が
国
際
的
方
針
に
し
つ
か
り
と
貫
か
れ
た
運
動
の
国
際
性

と
い
ふ
こ
と
が
今
日
ほ
ど
本
質
的
に
理
解
さ
れ
た
こ
と
は
か
つ
て
な
か
つ
た
と

い
つ
て
い
①ゝ

。

な
ぜ
一
九
三
一
年
な
の
か
と
い
う
問
い
の
答
え
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
者

に
と
っ
て
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。こ
の
前
年
、一
九
三
〇
年
一
一
月
六
日
か
ら
一
五

日
に
か
け
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
ハ
リ
コ
フ
で
行
わ
れ
た
第
二
回
革
命
作
家
国
際

会
議
（
通
称
「
ハ
リ
コ
フ
会
議
」）
に
お
い
て
、鹿
地
の
言
う
「
国
際
的
方
針
」
が
出
さ

れ
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
国
際
性
」
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
三
二
年
二
月
に
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
（
ナ

ル
プ
）
は
国
際
革
命
作
家
同
盟
に
加
入②
し
、「
国
際
革
命
作
家
同
盟
（
モ
ル
プ
）
日
本

支
部
」
と
い
う
長
々
し
い
署
名
が
地
方
で
発
行
さ
れ
た
檄
文
や
ニ
ュ
ー
ス
に
も
付
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
国
際
化
を
促
し
た
こ
の
ハ
リ
コ
フ
会
議
に
よ
る
成
果
は
、

日
本
国
内
の
運
動
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
大
き
な
問
題
を

胚
胎
し
て
い
た
。日
本
代
表
と
し
て
出
席
し
た
二
人
は
、英
語
表
記
で「M

atsu
yam

a 

B
in

」
と
「N

agata K
an

③
」
と
い
う
匿
名
で
あ
り
、
そ
の
正
体
は
、
日
本
で
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
作
家
と
し
て
の
実
績
を
持
た
ず
に
渡
欧
し
た
勝
本
清
一
郎
と
全
日
本
無
産
者

芸
術
連
盟
（
ナ
ッ
プ
）
初
代
委
員
長
の
藤
森
成
吉
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、二
人
が
会
議

で
報
告
し
た
日
本
に
関
す
る
情
勢
は
、ナ
ッ
プ
派
と
対
立
す
る
労
農
芸
術
家
連
盟
（
文

戦
）
を
、
革
命
運
動
を
妨
害
す
る
社
会
民
主
主
義
勢
力
と
し
て
敵
視
す
る
内
容
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
出
席
者
の
一
人
で
あ
る
勝
本
の
滞
欧
の
意
義
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究

を
行
っ
た
中
川
成
美
は
、
ハ
リ
コ
フ
会
議
の
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い

る
。

勝
本
・
藤
森
は
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
を
国
際
舞
台
に
引
き
上
げ
る

役
割
を
果
た
し
た
半
面
、
そ
の
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
を
援
用
し
て
文
戦
派
排
撃

を
目
論
見
、
弾
圧
に
よ
り
ま
す
〳
〵
弱
体
化
す
る
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

戦
線
統
一
の
機
運
を
挫
い
た④
。

日
独
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
往
来

―
雑
誌“D

ie L
in

ks-ku
rve”

を
中
心
に

―

和　

田　
　
　

崇
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同
じ
く
中
川
の
研
究
で
着
目
し
た
い
の
は
、
勝
本
が
同
会
議
の
日
本
問
題
に
関
す

る
決
議
文
を
邦
訳
し
て
日
本
へ
通
信
す
る
際
、「
文
戦
派
排
撃
を
目
論
見
」
る
た
め
に

加
筆
修
正
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘⑤
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
決
議
文
の
最
後
に
付

さ
れ
た
日
本
の
運
動
に
関
す
る
提
案
が
、
勝
本
の
翻
訳
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
書
き

変
え
ら
れ
て
い
る
。
中
川
の
参
照
し
た
原
文
の
桑
野
隆
訳
（
ロ
シ
ア
語
か
ら
の
翻
訳
）

と
合
わ
せ
て
英
語
版
も
提
示
し
、
よ
り
翻
訳
通
信
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
示
し
た
い
。

8　

革
命
的
同
伴
者
を
味
方
に
奪
い
返
し
つ
つ
、
文
学
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義

の
影
響
に
対
す
る
闘
い
を
強
化
す
る
。（
桑
野
隆
訳
、
栗
原
幸
夫
ほ
か
編
『
資
料
世

界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
第
四
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年
九
月
）

8. T
o h

elp th
e stru

ggle again
st social-d

em
ocratic in

flu
en

ce in
 

litera
tu

re b
y b

rin
g

in
g a

ll rev
olu

tion
a

ry litera
ry «fellow

-

travellers» over to th
e side of th

e U
n

ion
 of P

roletarian
 W

riters.

（'R
esolu

tion
 on

 proletarian
 an

d revolu
tion

ary literatu
re in

 japan ⑥’

）

八
、
×
×
的
同
伴
者
を
自
己
の
周
囲
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
左
翼
社
会

民
主
々
義
政
党
の
影
響
下
に
あ
る
文
学
団
体
た
る
『
文
芸
戦
線
』
一
派
と
徹
底

的
に
闘
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（「
日
本
に
於
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
つ

い
て
の
同
志
松
山
の
報
告
に
対
す
る
決
議
」、『
ナ
ッ
プ
』
一
九
三
一
年
二
月
）

右
の
引
用
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、「『
文
芸
戦
線
』
一
派
」
と
い
う
記
述
は
原
文
に

も
英
語
訳
（
さ
ら
に
は
独
語
訳
）
に
も
見
ら
れ
な
い
。
戦
後
に
小
田
切
秀
雄
が
、
か
の

有
名
な
「
ナ
ッ
プ
の
眼
鏡
を
は
ず
せ⑦
」
と
い
う
ナ
ッ
プ
派
偏
重
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
研
究
の
是
正
を
促
す
提
案
を
し
た
が
、
ナ
ッ
プ
正
統
史
観
を
か
た
ど
る
フ
レ
ー
ム

は
、
こ
の
翻
訳
報
告
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
は
、
時
に
は
媒
介
者
に
よ
る
翻

案
と
い
う
問
題
も
は
ら
み
な
が
ら
、
国
際
機
関
の
指
導
の
下
に
そ
の
方
向
性
が
定
め

ら
れ
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
勝
本
に
よ
る
書
き
変

え
の
意
図
を
追
及
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
、
ハ
リ
コ
フ
会
議
そ
の
も
の
の
詳
述

で
も
な
い
。
前
者
に
関
し
て
は
、
中
川
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
大
会
そ
の
も
の

が
一
九
二
八
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
を
踏
襲
し
た
社
会
民
主
主
義
＝
社
会

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
路
線
に
立
っ
て
い
た
し
、
共
産
党
支
持
者
の
中
か
ら
社
会
民
主
主
義

の
異
分
子
を
排
除
す
る
動
き
は
、
ロ
シ
ア
に
次
ぐ
共
産
党
の
勢
力
を
有
し
た
ド
イ
ツ

（
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
）
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、好
意

的
な
解
釈
を
す
れ
ば
、
勝
本
は
日
本
の
情
勢
に
即
し
て
脚
色
を
し
た
だ
け
だ
と
い
う

見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
着
目
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
運
動
で
生
起
し
た
問
題
の
デ
ィ
テ
ー
ル
で
は
な
く
、
国
を
超
え
て
行
わ
れ
た
言
論

の
往
来
そ
の
も
の
の
総
体
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
、
あ
る
い
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
や
芸
術
が
国
際
性
を
持
っ

た
背
景
に
は
、革
命
思
想
と
い
う
普
遍
的
要
因
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、勝
本
が
携
わ
っ

た
よ
う
な
文
学
者
や
芸
術
家
各
々
に
よ
る
翻
訳
活
動
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
、対
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
い
う
関
係
に
お
い
て
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
よ
う
な
一
方
向
的
で

あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
革
命
途
上
国
ど
う
し
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
、

双
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
が
国
際
的
な
交
流
で
形
成
さ
れ
た
日
本
文
学
史
上
ま
れ
な
文
学
様
態
で

あ
っ
た
と
い
う
認
識
に
立
っ
た
上
で
、
ハ
リ
コ
フ
会
議
に
出
席
し
た
勝
本
や
藤
森
の

滞
在
し
た
ド
イ
ツ
と
日
本
の
関
係
を
中
心
に
考
察
す
る
。
と
り
わ
け
本
稿
で
は
、
日

独
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
言
論
往
来
の
総
体
を
と
ら
え
る
序
論
と
し
て
、
雑
誌“D

ie 

L
in

ks-ku
rve ”

を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
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二
、  “D

ie L
in

ks-ku
rve”

に
お
け
る
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
の
紹
介

“D
ie L

in
ks-ku

rve ”

は
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
は
「
デ
ィ
ー
・
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル

フ
ェ
」
と
発
音
し
、
一
九
三
〇
年
前
後
の
日
本
の
文
献
で
は
「
左
翼
曲
線
」
と
訳
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
同
誌
は
ド
イ
ツ
共
産
党
（
Ｋ
Ｐ
Ｄ
）
の
指
導
下
に

発
行
さ
れ
た
月
刊
誌
で
、
一
九
二
九
年
八
月
に
創
刊
さ
れ
、
一
九
三
二
年
一
一
・
一
二

月
合
併
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
。Joh

an
n

es R
. B

ech
er, A

n
d

or G
abor, K

u
rt 

K
läber, E

rich
 W

ein
ert, L

u
dw

ig R
en

n

と
い
う
五
人
の
革
命
作
家
に
よ
る
集
団

編
集
体
制⑧

を
と
り
、
実
質
的
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
作
家
同
盟
（B

u
n

d 

proletarisch
-revolu

tion
ärer S

ch
riftsteller

⑨
）
の
機
関
誌
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。『

リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
論
文
で
も
概
要
を
論

じ
た
も
の⑩
が
あ
り
、
本
稿
で
の
詳
述
は
省
く
。
今
回
着
目
し
た
い
の
は
、
同
誌
上
に

掲
載
さ
れ
た
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者

が
確
認
で
き
た
も
の
を
左
に
列
記
す
る
。

Ⓐ‘R
evolu

tion
ä

re Z
eitsch

riften
 in

 k
a

p
ita

listisch
en

 L
ä

n
d

ern’, 
1929.12., pp.22-23.

ⒷK
. Ito., ‘R

evolu
tion

äre Z
eitsch

riften’, 1930.3., p.22.

ⒸK
ae M

oryam
a, ‘D

er M
an

n
 m

it der K
rü

cke’, 1930.4., pp.4-5.

ⒹN
. T

oku
n

aga, ‘D
ie Fah

n
en’,1930.10., pp.26-28.

ⒺS. F
u

dim
ori, ‘D

ie proletarisch
-revolu

tion
äre L

iteratu
r Japan

s’, 
1930.10., pp.28-30.

Ⓕ
広
告
：In

tern
ation

aler A
rbeiter-V

erlag

（“D
ie S

traße oh
n

e S
on

n
e ”

を

含
む
）, 1930.11., p.22.

Ⓖ
広
告
：In

tern
ation

aler A
rbeiter-V

erlag

（“D
ie S

traße oh
n

e S
on

n
e ”

を

含
む
）, 1930.12., p.41.

Ⓗ
広
告
：“D

ie S
traße oh

n
e S

on
n

e ”, 1931.2., p.33.

Ⓘ

S
eitiro K

a
tu

m
oto, ‘D

er K
rieg in

 d
er M

a
n

d
sch

u
rei u

n
d d

ie 

proletarish
en

 S
ch

rigtsteller Japan
s’, 1931.12., pp.17-21.

Ⓙ
広
告
：M

opr-V
erlag

のD
ie rote R

eih
e

シ
リ
ー
ズ
（“D

er M
ärz 1928 ”

を

含
む
）, 1932. 2., R

ü
ckseite.

こ
れ
以
外
に
も
、
モ
ッ
プ
ル
出
版
（M

opr-V
erlag

）
が
刊
行
し
た
世
界
の
回
想
録

（In
tern

ation
ale M

em
oiren

）シ
リ
ー
ズ
の
広
告
に
片
山
潜
の“E

s gärt in
 Japan ”

（『
不
満
の
く
す
ぶ
る
日
本⑪
』）
が
あ
っ
た
が
、
文
学
関
連
で
は
な
い
た
め
除
外
し
た
。

列
記
し
た
も
の
を
順
番
に
説
明
し
て
い
く
。
Ⓐ
と
Ⓑ
は
世
界
の
資
本
主
義
国
家
に

お
け
る
革
命
的
雑
誌
の
紹
介
文
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
で
発
行
さ
れ
た
雑
誌
と

並
び
、
東
京
で
発
行
さ
れ
た
『
戦
旗
』（
Ⓐ
）
と
『
国
際
文
化
』（
Ⓑ
）
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、Ⓑ
に
は
千
田
是
也
の
本
名
で
あ
る
「K

. Ito

」
の
署
名
が
確
認
で
き
る
。
Ⓒ

は
千
田
が
翻
訳
し
た
森
山
啓
の
詩
「
松
葉

の
廃
兵
」（『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
』

一
九
二
八
年
三
月
）
で
、「D

ieses G
edich

t des japan
isch

en
 proletarisch

en
 

D
ich

ters b
rin

gen
 w

ir trotz d
er n

och
 n

ich
t ga

n
z ü

b
erw

u
n

d
en

en
 

pazifistisch
en

 T
en

den
z.

（
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
が
書
い
た
こ
の
詩
に
は
、ま
だ

完
全
に
克
服
さ
れ
て
い
な
い
平
和
主
義
的
な
傾
向
が
あ
る
け
れ
ど
も
掲
載
す
る
。）」
と
い
う

プ
ロ
ロ
ー
グ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
Ⓓ
は
徳
永
直
の
小
説
『
太
陽
の
な
い
街
』（
戦
旗
社
、

一
九
二
九
年
一
二
月
）
の
翻
訳
で
、「
突
風
」
の
章
の
「
Ⅰ 

そ
の
前
夜
の
一
」
の
一
節

が
抄
録
さ
れ
て
お
り
、「W

ir B
rin

gen
 ein

 K
ap

itel d
es in

teressan
ten

 

japan
isch

en
 proletarisch

en
 R

om
an

s “S
traße oh

n
e S

on
n

e ”, der im
 

O
ktober im

 In
tern

ation
alen

 A
rbeiterverlag ersch

ein
t.

（
国
際
労
働
出
版
局

か
ら
一
〇
月
に
出
版
さ
れ
る
興
味
深
い
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
『
太
陽
の
な
い
街
』
の
一
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つ
の
章
を
掲
載
す
る⑫
。）」
と
付
さ
れ
て
い
る
。
Ⓔ
は
藤
森
成
吉
に
よ
る
日
本
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
作
家
の
紹
介
文
で
、
Ⓕ
〜
Ⓗ
は
ド
イ
ツ
語
版
『
太
陽
の
な
い
街
』
を
出
版
し

た
国
際
労
働
出
版
局
の
広
告
で
、特
に
Ⓖ
は
『
太
陽
の
な
い
街
』
の
単
独
広
告
と
な
っ

て
い
る
。
Ⓘ
は
勝
本
清
一
郎
に
よ
る
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
関
す
る
報

告
で
、
そ
し
て
最
後
に
、
Ⓙ
は
小
林
多
喜
二
の
小
説
『
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
』

の
ド
イ
ツ
語
版
を
出
版
し
た
モ
ッ
プ
ル
出
版
の
広
告
で
、
同
書
の
書
影
が
大
き
く
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
『
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
か
ら
抽
出
し
た
八
つ
の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
関
連
記
事
の
中
で
、
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
Ⓑ
と
Ⓔ
で
あ
る
。
ま
ず
、
Ⓑ
の

千
田
是
也
が
書
い
た
記
事
は
、
前
述
の
と
お
り
雑
誌
『
国
際
文
化
』
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
続
い
て
左
の
よ
う
な
文
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。
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（
最
後
に
、雑
誌
『
文
芸
戦
線
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
の
雑

誌
は
過
去
に
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の

後
、
同
誌
は
右
へ
と
展
開
し
、
左
翼
社
会
民
主
主
義
党
の
機
関
誌
、
お
よ
び
階
級
闘
争

の
政
治
戦
線
か
ら
の
文
学
的
脱
落
者
の
避
難
所
と
な
っ
た
。）

（
千
田
是
也
「
革
命
的
雑
誌
」）

考
察
は
後
回
し
に
し
て
、
次
に
、
Ⓔ
の
藤
森
成
吉
に
よ
る
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

作
家
の
紹
介
も
訳
出
す
る⑬
。

今
日
の
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
文
学
運
動
は
た
い
へ
ん
な
活
気
を
呈
し

て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
現
在
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
お
い
て
多

大
で
か
つ
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
は
す
で
に
一
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、政

治
運
動
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
。
一
方
、
文
学
の
戦
線
に
お
い
て
も
、
日
本
の

革
命
文
学
は
す
で
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
な
い
し
プ
チ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
文
学
を
大
き
く

後
退
さ
せ
た
。
革
新
的
作
家
で
あ
り
、
階
級
闘
争
を
基
盤
と
す
る
彼
ら
は
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
（B

und proletarisch-revolutionärer S
chriftsteller

）
を

組
織
し
た
。
こ
の
同
盟
は
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟⑭
（
ナ
ッ
プ
）
と
い
う
団
体
に

属
し
て
お
り
、
そ
の
団
体
は
ド
イ
ツ
の
Ｉ
Ｆ
Ａ
に
似
て
い
る
。
ナ
ッ
プ
は
月
刊

誌
『
戦
旗
』（K

am
pffah

n
e

）
と
児
童
雑
誌
『
少
年
戦
旗
』（K

in
der-S

en
ki

）
を

発
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
雑
誌
は
、
三
万
人
以
上
の
読
者
を
有
し
て
い

る
。
今
年
の
九
月
か
ら
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
の
問
題
に
特
化
し
た
別
の
雑

誌
『
ナ
ッ
プ
』
が
発
行
さ
れ
始
め
た
。

戦
旗
社
は
日
本
全
国
に
支
局
を
組
織
し
、
読
書
会
を
設
け
、
雑
誌
以
外
に
も

多
数
の
革
命
的
な
本
を
出
版
し
て
い
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
大
衆
文
学
の
安
価
な
叢
書
で
あ
る
。
こ
の
叢
書
で
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た

の
は
、
藤
森
成
吉
の
『
光
と
闇
』、
小
林
多
喜
二
の
『
蟹
工
船
』、
山
田
清
三
郎

の
『
五
月
祭
前
夜
』、
徳
永
直
（N

aosch
i T

oku
n

aga

）
の
『
太
陽
の
な
い
街
』、

立
野
信
之
の
『
軍
隊
病
』、江
馬
修
の
『
阿
片
戦
争
』、橋
本
英
吉
の
『
市
街
戦
』、

窪
川
稲
子
女
史
の
『
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場
か
ら
』、
中
野
重
治
の
『
鉄
の
話
』、
片

岡
鉄
兵
の
『
綾
里
村
快
挙
録
』
の
十
編
で
、
長
編
小
説
（R

om
an

en

）、
短
編
小

説
（N

ovellen

）、
戯
曲
が
含
ま
れ
、
多
く
の
労
働
者
や
農
民
が
読
ん
で
い
る
。

藤
森
は
知
識
階
級
の
出
身
で
、工
場
や
農
村
で
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い
た
。

彼
の
代
表
作
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。『
磔
茂
左
衛
門
』『
蜂
起
』（
戯
曲
）、『
土

堤
の
集
会
』
な
ど
。
二
つ
の
戯
曲
は
農
民
の
抵
抗
と
蜂
起
を
扱
っ
て
お
り
、『
土
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堤
の
集
会
』
は
革
命
的
労
働
組
合
に
よ
る
非
合
法
の
集
会
を
描
い
て
い
る
。

小
林
は
農
民
の
家
庭
の
出
身
で
、
一
昨
年
の
三
月
十
五
日
に
起
き
た
日
本
共

産
党
員
の
大
量
検
挙
を
描
い
た
小
説
『
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
』
で
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
小
説
『
蟹
工
船
』
で
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
た
。
彼
は
『
蟹

工
船
』
で
、
北
の
海
の
日
本
の
蟹
漁
に
お
け
る
搾
取
と
労
働
者
の
抵
抗
を
描
写

し
て
い
る
。
ま
た
、小
説
『
不
在
地
主
』
や
『
工
場
細
胞
』
で
は
、北
海
道
（
日

本
北
部
）
の
階
級
闘
争
を
描
い
て
い
る
。

山
田
は
労
働
者
階
級
出
身
の
作
家
と
し
て
登
場
し
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
運
動
陣
営
に
お
け
る
最
も
古
い
闘
士
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
最
初
に
、
搾

取
さ
れ
た
新
聞
配
達
夫
の
悲
惨
な
状
況
を
描
い
た
。

徳
永
は
印
刷
労
働
者
で
あ
り
、
昨
年
、『
戦
旗
』
連
載
分
の
続
編
で
あ
る
最
初

の
小
説
『
太
陽
の
な
い
街
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
小
説
は
、評
議
会
（
日
本
の
革

命
的
労
働
組
合
評
議
会
）
の
指
導
し
た
大
争
議
を
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
労
働
組

合
評
議
会
は
、一
九
二
八
年
に
政
府
に
よ
っ
て
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。『
太
陽
の
な

い
街
』
は
、
労
働
者
・
農
民
大
衆
だ
け
で
な
く
、
知
識
階
級
に
も
大
き
な
興
奮

を
も
た
ら
し
た
。 

平
易
な
文
体
が
特
徴
的
だ
が
、
感
動
的
で
、
わ
か
り
や
す
い

表
現
で
書
か
れ
て
い
る
。

立
野
は
か
つ
て
農
民
や
兵
士
で
あ
り
、
彼
の
小
説
に
は
も
っ
ぱ
ら
農
民
や
兵

士
の
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。

江
馬
は
知
識
階
級
の
出
身
で
、
戯
曲
『
阿
片
戦
争
』
の
ほ
か
に
い
く
つ
か
の

小
説
を
書
い
て
い
る
。

橋
本
は
か
つ
て
炭
坑
夫
で
あ
り
、
作
品
の
中
で
鉱
山
労
働
者
の
生
活
や
闘
争

を
描
い
て
い
る
。
彼
の
最
も
有
名
な
小
説
の
一
つ
は
『
棺
と
赤
旗
』
で
あ
る
。

窪
川
（S. K

u
bokaw

a

）
は
最
も
有
名
な
作
家
の
一
人
で
、
以
前
に
出
版
さ
れ

た
彼
女
の
作
品
は
一
貫
し
て
強
い
創
造
力
を
示
し
て
い
る
。

中
野
は
刺
激
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
と
し
て
非
常
に
人
気
が
あ
る
。
彼
の

短
編
小
説
『
鉄
の
話
』
に
は
日
本
の
天
皇
制
（Z

arism
u

s

）
に
対
す
る
鋭
い
批

判
が
含
ま
れ
て
い
る
。

片
岡
は
ご
く
最
近
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
陣
営
か
ら
我
々
の
元
へ
や
っ
て
来

た
。
偉
大
な
才
能
を
示
し
、
親
し
み
や
す
く
理
解
し
や
す
い
表
現
を
持
っ
て
お

り
、
漁
師
の
蜂
起
を
描
い
た
小
説
『
綾
里
村
快
挙
録
』
を
通
し
て
、
彼
は
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
作
家
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
。

言
及
し
た
以
外
に
も
、
特
に
林
房
雄
な
ど
、
二
〇
人
以
上
の
著
名
な
作
家
が

い
る
。

村
山
知
義
は
、
迫
力
あ
る
戯
曲
『
暴
力
団
記
』
が
大
成
功
を
お
さ
め
、
注
目

に
値
す
る
。

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
に
移
っ
た
貴
司
山
治
（S

an
d

i K
isch

i

）

お
よ
び
秋
田
や
江
口
、
そ
し
て
古
参
の
作
家
た
ち
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
前
線
に

し
っ
か
り
と
定
着
し
て
き
た
。
彼
ら
の
作
品
の
多
く
は
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て

い
る
。

文
学
や
芸
術
理
論
の
分
野
で
最
も
有
名
な
働
き
手
は
蔵
原
で
あ
る
。
彼
は
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
で
数
年
間
学
び
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
根
本
的
な
問
題
に
関

す
る
重
要
な
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

現
在
、
藤
森
と
と
も
に
ド
イ
ツ
に
い
る
勝
本
清
一
郎
も
重
要
な
理
論
家
で
あ

る
。片

岡
、
小
林
、
立
野
、
中
野
、
林
、
村
山
と
い
っ
た
多
く
の
同
志
が
、
共
産

党
へ
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
五
月
に
逮
捕
さ
れ
、
投
獄
さ

れ
た
。

日
本
の
社
会
民
主
主
義
作
家
た
ち
は
、
雑
誌
『
文
芸
戦
線
』（P

roletarisch
e 

L
iteratur-F

ront

）
の
周
囲
に
集
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
一
部
は
、か
つ
て
「
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
」（Japan

isch
er　

proletarisch
er K

u
n

stlerverban
d

）

に
所
属
し
、「
ナ
ッ
プ
」
の
同
志
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
。
今
日
、
彼
ら
は
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革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
激
し
い
敵
で
あ
る
。

こ
の
裏
切
り
者
た
ち
の
中
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
前
田
河
広
一

郎
（K

oitiro, M
aedako

）、
青
野
季
吉
、
岩
藤
雪
夫
（Y

u
kio Iw

aru
di

）、
葉
山

嘉
樹
（S

ch
igeki H

ayam
a

）、
金
子
洋
文
、
細
田
民
樹
、
平
林
た
い
子
で
あ
る
。

日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
の
メ
ン
バ
ー
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
や
文

学
運
動
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
の
旗
印
の
下
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
作
家
に
対
す
る
の

み
な
ら
ず
、
社
会
民
主
主
義
の
文
学
者
た
ち
に
対
し
て
厳
し
い
闘
争
を
戦
う
。

『
戦
旗
』
と
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
は
、「L

in
ksku

lve

」
や
「N
ew

 

M
asses

」
な
ど
の
外
国
の
兄
弟
の
団
体
や
雑
誌
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

（
藤
森
成
吉
「
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
文
学
」）

や
や
長
文
だ
が
、
問
題
提
起
の
意
味
も
含
め
て
拙
い
翻
訳
の
全
文
を
示
し
た
。
二

つ
の
引
用
に
共
通
す
る
の
は
、
前
者
が
「
左
翼
社
会
民
主
主
義
党
の
機
関
誌
、
お
よ

び
階
級
闘
争
の
政
治
戦
線
か
ら
の
文
学
的
脱
落
者
の
避
難
所
」
と
書
き
、後
者
が
「
革

命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
激
し
い
敵
」
や
「
裏
切
り
者
た
ち
」
と
記
し
て
い
る
よ

う
に
、
文
戦
派
を
敵
対
勢
力
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ナ
ッ
プ
派
の
文
戦
派
批
判
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
中
川
成
美
の
研
究
を
引
用
し
て

触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
今
一
度
こ
こ
で
注
目
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
一
九
三
〇

年
三
月
（
千
田
）
と
一
〇
月
（
藤
森
）
の
段
階
で
ド
イ
ツ
左
翼
文
学
の
中
心
的
雑
誌
に

紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
千
田
是
也
や
藤

森
成
吉
と
い
っ
た
当
時
の
在
欧
知
識
人⑮
の
手
に
よ
っ
て
、
文
戦
派
排
除
の
認
識
が
世

界
へ
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
に
は
ハ
リ
コ
フ
会
議
以
前
か
ら
吹
聴
さ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。文
戦
派
に
と
っ
て
、こ
れ
は
不
意
打
ち
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ

た
。こ

の
藤
森
の
紹
介
記
事
は
、海
を
越
え
て
日
本
へ
逆
輸
入
さ
れ
た
よ
う
だ
。「
裏
切

り
者
た
ち
」の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
た
前
田
河
広
一
郎
は
、翌
年
六
月
に
発
表
し
た
エ
ッ

セ
イ⑯
で
藤
森
の
記
事
を
断
片
的
に
引
用
し
な
が
ら
、「
お
伽
話
」
で
「
ロ
ー
マ
ン
テ
イ

ツ
ク
」
な
読
物
で
あ
り
、
知
識
階
級
出
身
で
あ
り
な
が
ら
工
場
や
農
村
で
働
い
た
と

す
る
藤
森
自
身
の
列
伝
が
「
シ
ユ
ー
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
的
説
明
で
あ
る
」
と
皮
肉
を

述
べ
た
。藤
森
の
記
事
の
発
表
か
ら
前
田
河
の
反
応
の
間
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、

そ
の
間
、
ハ
リ
コ
フ
会
議
の
報
告
が
『
ナ
ッ
プ
』
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、

敵
視
さ
れ
た
陣
営
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
溜
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を

示
す
よ
う
に
、
前
田
河
の
エ
ッ
セ
イ
が
発
表
さ
れ
た
同
じ
号
の
『
文
戦
』
に
は
、「
労

農
芸
術
家
連
盟
「
文
戦
」
同
人
一
同
」
名
義
の
「
ハ
リ
コ
フ
大
会
日
本
委
員
会
へ
の

抗
議
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
繰
り
返
す
よ
う
に
本
稿
で
は
ナ
ッ
プ
派
に
よ
る
文
戦
派
批
判
の
問
題
を

追
及
し
た
い
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
日
独
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
言
論
交
錯
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
前
田
河
の
批
判
に
別
の
興
味
を
持
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
海
外

で
紹
介
さ
れ
た
記
事
が
、
若
干
の
タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
即
時
的
に
日
本

で
読
者
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
次
節
で
は
舞
台
を
日
本
へ

と
戻
し
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
文
学
の
受
容
状
況
を
考
察
し

て
い
き
た
い
。

三
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
文
学
の
紹
介

前
節
の
『
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
に
お
け
る
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
関
連

記
事
の
一
覧
で
示
し
た
と
お
り
、同
誌
の
「
資
本
主
義
国
家
に
お
け
る
革
命
的
雑
誌
」

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
は
、『
戦
旗
』
と
『
国
際
文
化
』
と
い
う
二
つ
の
日
本
の
雑
誌
が

紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
誌
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
（
て
い
る
）
雑
誌
と
い
う
認
識
の
下
で
紹
介
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
日
独
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
相
関
性
と
い
う
観
点
を
導

入
す
れ
ば
、
ま
た
別
の
意
義
も
見
え
て
く
る
。
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日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
ド
イ
ツ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
文
学
と
の
関
係
を
視
座

に
『
戦
旗
』
を
眺
め
た
と
き
、
ま
ず
ダ
イ
レ
ク
ト
に
『
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
と

の
交
流
が
目
に
付
く
。『
戦
旗
』
一
九
三
〇
年
一
月
号
に
は
、「
リ
ン
ク
ス
ク
リ
フ
エ

の
編
集
者
」
名
義
の
「
独
逸
か
ら
来
た
手
紙
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、『
リ
ン
ク
ス
・

ク
ル
フ
ェ
』
二
九
年
一
一
月
号
の
書
影
と
と
も
に
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
て
い
る
。

我
々
の
雑
誌
に
於
い
て
は
、
芸
術
も
文
学
も
、
す
べ
て
政
治
闘
争
の
武
器
で

あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

我
々
は
も
う
ず
つ
と
以
前
か
ら
独
逸
に
こ
の
方
向
の
統
一
的
な
革
命
的
な
プ

ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
を
作
る
こ
と
を
企
て
て
ゐ
た　

我
々
は
こ
の
仕
事
を
孤
立
し

て
で
は
な
く
、
同
じ
目
的
の
た
め
に
努
力
し
て
ゐ
る
全
世
界
の
革
命
的
芸
術
家

及
び
出
版
所
と
協
力
し
て
成
し
と
げ
た
い
。
我
々
は
密
接
な
連
絡
と
相
互
の
協

力
が
、
こ
の
仕
事
に
と
っ
て
甚
だ
有
効
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
る
。

そ
れ
故
我
々
は
雑
誌
「
戦
旗
」
の
諸
君
に
我
々
の
為
め
に
支
持
と
批
判
と
協

力
を
お
し
ま
な
い
こ
と
を
望
む
。

『
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
誌
上
に
お
け
る
『
戦
旗
』
の
紹
介
が
前
年
の
一
二
月

号
、
つ
ま
り
右
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
る
一
ヵ
月
前
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
日
独

の
文
書
の
往
来
を
お
の
ず
と
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
降
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

作
家
同
盟
の
大
会
な
ど
で
は
ド
イ
ツ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
作
家
同
盟
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
反
対
に
日
本
か
ら
も
ド
イ
ツ
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
交
流
の
糸
口
が
、
三
〇
年
前
後

の
誌
面
に
お
け
る
相
互
の
紹
介
記
事
か
ら
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
雑
誌
や
同
盟
間
ど
う
し
の
交
流
と
し
て
は
、
右
の
一
九
三
〇
年
を
ま
た

い
だ
時
期
が
原
初
だ
が
、
広
く
左
翼
文
学
の
交
流
と
い
う
観
点
で
は
も
っ
と
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
Ｒ
・
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー

（Joh
an

n
es R

. B
ech

er

）
の
訴
訟
事
件
で
あ
っ
た
。

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
ド
イ
ツ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
作
家
同
盟
の
第
一
議
長
で
、
前
節
の

冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
『
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
の
編
集
者
の
一
人
と
な
っ
た
詩

人
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東
ド
イ
ツ
）
の
初
代
文
化

大
臣
と
な
り
、
東
ド
イ
ツ
国
歌
を
作
詞
し
た
人
物
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼

は
革
命
闘
争
を
訴
え
る
詩
を
い
く
つ
も
発
表
し
て
い
た
た
め
、
一
九
二
五
年
の
初
旬

頃
か
ら
自
著
の
押
収
に
何
度
も
あ
い
、
同
年
八
月
に
国
家
反
逆
予
備
罪
な
ど
の
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
七
年
一
〇
月
に
起
訴
が
正
式
に
決
ま
り
、
二
度
に
わ

た
る
公
判
延
期
の
末
に
、
二
八
年
八
月
二
五
日
付
で
訴
訟
の
停
止
が
決
定
し
た⑰
。

こ
の
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
事
件
に
つ
い
て
は
、
起
訴
が
確
定
し
た
頃
よ
り
ド
イ
ツ
国
内
外

か
ら
抗
議
や
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、
海
外
か
ら
は
、
マ
ク
シ
ム
・
ゴ
ー
リ
キ
ー
を
筆
頭

に
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
や
ア
ン
リ
・
バ
ル
ビ
ュ
ス
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
や
プ
ラ
ハ
の
作
家

た
ち
や
、
ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
な
ど
か
ら
も
抗
議
の
声
が
届
け
ら
れ
た⑱
。
ま
さ

に
こ
の
事
件
は
、
表
現
の
自
由
や
左
翼
芸
術
運
動
を
め
ぐ
る
国
際
連
帯
の
一
つ
の
象

徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
右
の
事
件
の
経
緯
を
論
じ
た
小
寺
昭
次
郎
は
、
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
事
件
に
対
す

る
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
作
家
同
盟
の
ア
ピ
ー
ル
が
、
ま
だ
正
式
に
結
成
さ

れ
る
前
の
一
九
二
八
年
三
月
に
出
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
、「
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
訴

訟
事
件
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代
の
総
体
的
安
定
期
の
そ
の
約
三
年
間
を
通
じ

て
、
主
体
的
に
も
客
観
的
に
も
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
革
命
文
学
者
の

結
集
・
組
織
化
に
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
を
想
像
さ
せ
る⑲
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
本
稿
の
意
図
す
る
こ
と
を
重
ね
あ
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
事
件

は
日
独
連
帯
の
一
つ
の
萌
芽
も
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
「
想
像
」
し
た
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
事
件
に
つ
い
て
は
世
界
各
国
か
ら
抗
議
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
日
本
も
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
裁
判
の
停
止
が
決
定
す
る
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一
九
二
八
年
八
月
か
ら
九
月
頃
に
抗
議
書
を
送
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
き
っ

か
け
を
作
っ
た
の
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
千
田
是
也
か
ら
の
通
信
文
で

あ
っ
た
。

『
戦
旗
』
一
九
二
八
年
九
月
号
に
は
、ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
事
件
に
関
す
る
二
つ
の
論
文
が

掲
載
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
劇
作
家
で
評
論
家
の
ル
・
メ
ル
テ
ン
が
『
戦
旗
』
の
た
め

に
特
別
に
寄
稿
し
た
「
詩
人
と
裁
判
官
」（
津
代
堯
訳
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
千

田
是
也
の
「
詩
人
よ
、
い
つ
わ
れ
！
」
で
あ
る
。
内
容
に
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
一

点
だ
け
指
摘
を
す
る
と
、
千
田
が
同
論
の
中
で
引
用
し
た
「
告
訴
状
」
は
、
小
寺
が

前
掲
論
文
で
翻
訳
引
用
し
て
い
る
一
九
二
八
年
春
頃
に
ド
イ
ツ
赤ロ

ー
テ
・
ヒ
ル
フ
ェ

色
救
援
会
が
出
版

し
た
『
ヨ
ハ
・
Ｒ
・
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
た
い
す
る
文
学
的
国
家
反
逆
罪
』（“D

er 

literarisch
e H

och
verrat gegen

 Joh
. R

. B
ech

er ”

）
の
訴
状
の
翻
刻
と
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
こ
こ
か
ら
、
千
田
の
引
用
元
の
特
定
は
不
問
に
付
す
と
し
て
、
少
な
く
と
も
当

時
海
外
で
起
き
て
い
た
革
命
詩
人
の
裁
判
が
、
か
な
り
正
確
に
、
し
か
も
即
時
的
に

日
本
へ
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
ル
・
メ
ル
テ
ン
と
千
田
是
也
の

報
告
を
受
け
て
ナ
ッ
プ
は
、「
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｆ 

全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
」
の
名
義
で
「
ヨ

ハ
ネ
ス
・
Ｒ
・
ベ
ツ
ヒ
エ
ル
に
関
す
る
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
共
和
国
ラ
イ
プ
チ
ヒ
連
邦

裁
判
所
へ
の
抗
議
書
」
を
送
り
、
そ
の
内
容
は
翌
月
の
『
戦
旗
』
一
〇
月
号
に
公
開

さ
れ
た
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
『
戦
旗
』
に
お
け
る
日
独
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
交
流
の
源
泉
を

確
認
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
『
国
際
文
化
』
へ
と
話
を
移
し
た
い
。
筆
者
の

主
観
で
は
、『
国
際
文
化
』
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
に
お
い
て
『
戦
旗
』
ほ
ど
重

要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
同
誌
に
つ
い
て

補
足
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。

『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
の
説
明
を
参
考
に
す
る
と
、『
国
際
文
化
』
は
国
際
文

化
研
究
所
が
発
行
し
た
総
合
雑
誌
で
、
同
研
究
所
は
蔵
原
惟
人
が
中
心
に
な
っ
て
発

足
し
、
秋
田
雨
雀
が
所
長
を
務
め
た
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
筆
頭
と
す
る
国
際
的
な
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
化
に
関
す
る
研
究
や
紹
介
を
掲
載
し
、
一
九
二
八
年
一
一
月
の
創
刊
か

ら
翌
年
一
〇
月
ま
で
全
十
二
冊
を
発
行
し
た
が
、
ナ
ッ
プ
の
結
成
に
と
も
な
っ
て
解

散
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所
に
改
組
さ
れ
た⑳
。

一
九
三
〇
年
三
月
号
の
『
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
誌
上
に
、
な
ぜ
、
す
で
に
廃

刊
し
て
い
た
『
国
際
文
化
』
の
紹
介
記
事
を
千
田
是
也
が
発
表
し
た
の
か
は
わ
か
ら

な
い
。
日
本
と
ド
イ
ツ
の
情
報
通
信
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
考
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も
雑
誌

が
も
う
発
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
千
田
自
身
が
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
文
戦
派
の
排
除
、
具
体
的
に

言
え
ば
『
文
芸
戦
線
』
と
い
う
雑
誌
そ
の
も
の
を
紹
介
す
る
こ
と
を
戦
略
的
に
排
除

し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、『
国
際
文
化
』
の
紹
介
に
も
何
ら
か
の
意
図
が
働
い
た
と
考

え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
あ
く
ま
で
仮
説
の
域
を
出
な
い
が
、筆
者
は
そ
れ
を
、

日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
理
論
的
先
鋭
性
や
国
際
性
を
ド
イ
ツ
の
読
者
へ

ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

そ
れ
を
少
し
で
も
確
証
に
近
づ
け
る
た
め
に
、『
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
に
お
け

る
『
国
際
文
化
』
の
紹
介
文
を
一
部
抜
粋
す
る
。

D
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（
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
科
学
者

や
作
家
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
こ
の
雑
誌
は
、
日
本
の
国
際
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究

所
の
機
関
誌
で
あ
る
。
こ
の
研
究
所
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
を
中
心
に
、
世
界
の
労
働

文
化
運
動
を
研
究
し
て
い
る
。『
戦
旗
』
が
今
日
的
な
政
治
問
題
を
多
く
扱
う
一
方
で
、

『
国
際
文
化
』
は
文
化
政
策
の
全
て
の
分
野
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
解
明
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
同
誌
は
実
質
的
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
観
点
か
ら
科
学
と
芸
術
の
問
題
を

調
査
す
る
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
理
論
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。）

雑
誌
の
実
際
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
特
に
誇
張
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ

で
も
『
戦
旗
』
と
の
差
異
を
示
し
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
が
理
論
面
で

も
日
々
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
あ
る
程
度
力
強
く
書
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
先
進
性
は
ド
イ
ツ
で
紹
介
さ
れ
、
後
に

ハ
リ
コ
フ
で
世
界
へ
向
け
て
も
宣
伝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
先
述
し
た
『
戦
旗
』
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
と
の
関
連
に
絞
っ
て

『
国
際
文
化
』
を
眺
め
る
と
ど
う
な
る
か
。
す
る
と
、誌
名
に
「
国
際
」
を
冠
し
て
い

る
た
め
当
然
の
こ
と
だ
が
、
多
く
の
ド
イ
ツ
に
関
す
る
記
事
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
。
ほ
ぼ
毎
号
掲
載
さ
れ
た
無
署
名
の
「
国
際
文
化
グ
ラ
フ
」
欄
や
「
国
際
ニ
ユ
ー

ス
」
欄
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
署
名
記
事
だ
け
で
も
次
の
六
編
が
確
認
で
き
る
。

ⓐ
村
山
知
義
「
最
近
ド
イ
ツ
美
術
に
於
け
る
宗
教
的
傾
向
の
復
活
」（
一
九
二
八
年

一
一
月
）

ⓑ
牟
婁
堯
（
辻
恒
彦
）「
ド
イ
ツ
左
翼
新
聞
雑
誌
」（
同
右
）

ⓒ
川
口
浩
「
エ
ー
・
エ
ー
・
キ
ツ
シ
ユ
の
報ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

告
文
学
論
」（
一
九
二
九
年
三
月
）

ⓓ
杉
本
良
吉
「
ベ
ル
リ
ン
メ
ー
デ
ー
の
暴
動
」（
一
九
二
九
年
七
月
）

ⓔ
川
口
浩
「
ド
イ
ツ
の
工
場
新
聞
（
一
）」（
一
九
二
九
年
九
月㉑
）

ⓕ
川
口
浩
「
ド
イ
ツ
の
工
場
新
聞
（
二
）」（
一
九
二
九
年
一
〇
月
）

一
目
見
て
「
川
口
浩
」
の
名
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
十
二
冊
し

か
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
雑
誌
の
た
め
、
三
編
と
い
う
の
は
少
な
く
感
じ
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
家
の
評
論
の
翻
訳㉒
や
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
概
説
書
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
学
の
紹
介㉓
、
そ
の
他
雑
誌
に

発
表
さ
れ
た
ド
イ
ツ
文
学
関
連
記
事
と
あ
わ
せ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
文
学
状
況
や
理
論

を
紹
介
し
た
川
口
の
功
績
は
大
き
い
。
千
田
是
也
や
藤
森
成
吉
、
勝
本
清
一
郎
が
ド

イ
ツ
へ
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
（
文
化
）
を
紹
介
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る

な
ら
ば
、
日
本
へ
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
文
学
を
紹
介
す
る
役
割
は
、
川
口

が
担
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
川
口
浩
の
記
事
を
取
り
上
げ
る
前
に
、
ⓑ
の
執
筆
者
で
あ
る
辻
恒
彦

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。
論
述
の
進
行
を
止
め
て
ま
で
辻
を
紹
介

す
る
の
は
、
彼
が
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
文
献
の
受

容
に
関
し
て
、
物
質
面
で
貢
献
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ⓑ
の
ほ
か

に
も
、ヴ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
戯
曲「
誰
が
一
番
馬
鹿
だ
？
」の
翻
訳㉔
や
、一
九
二
〇

年
代
末
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
壇
で
流
行
す
る
グ
ラ
ト
コ
フ
の
小
説
『
セ
メ
ン
ト
』
を

ド
イ
ツ
語
か
ら
重
訳㉕
す
る
な
ど
、
彼
自
身
も
翻
訳
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

川
口
浩
に
よ
る
と
、（
東
大
）
新
人
会
内
の
文
学
グ
ル
ー
プ
に
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術

研
究
会
が
で
き
た
頃
、
辻
は
準
新
人
会
員
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ

し
て
、
川
口
は
「
辻
恒
彦
は
卒
業
生
で
、
す
で
に
、
バ
ー
マ
グ
・
メ
グ
ウ
ィ
ン
と
い

う
ド
イ
ツ
人
商
社
に
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
店
を
持
た
ず
に
道
楽
半
分
で
ド
イ
ツ
語
の

左
翼
的
な
文
献
、
と
り
わ
け
文
芸
関
係
の
書
籍
の
輸
入
を
や
っ
た
り
、
翻
訳
、
紹
介

な
ど
を
手
が
け
た
り
し
て
い
た
。
私
は
辻
先
輩
に
は
だ
い
ぶ
世
話
に
な
っ
た
。
新
着

書
の
入
手
は
も
と
よ
り
、卒
業
論
文
の
添
削
ま
で
や
っ
て
も
ら
っ
た㉖
。」
と
回
想
し
て

い
る
。
新
人
会
と
い
え
ば
、
林
房
雄
や
中
野
重
治
な
ど
、
多
数
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
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学
者
を
輩
出
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
川
口
に
限
ら
ず
、
多
く
の
会
員
が
、
辻
の

お
か
げ
で
ド
イ
ツ
語
経
由
の
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
理
論
の
知
識
を
得
て
い
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
輸
入
や
発
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
図
書
や
雑
誌
も
あ
る
中
で
、

私
的
経
営
の
辻
書
店
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
初
期
に
お
い
て
そ
の
下
支
え
を

し
て
い
た
。

『
国
際
文
化
』
へ
と
話
を
戻
そ
う
。
前
掲
し
た
川
口
執
筆
の
三
編
の
う
ち
、特
に
注

目
し
た
い
の
は
ⓒ
の
論
文
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
報
告
文
学
」
は
一
九
三
〇
年
六
月

に
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
中
央
委
員
会
が
決
議
し
た
「
芸
術
大
衆
化
に
関
す

る
決
議
」
に
お
い
て
、
大
衆
化
の
実
戦
形
式
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る㉗
。
加
え
て
、
そ
の
創
始
者
が
エ
ゴ
ン
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
キ
ッ
シ
ュ
（E

gon
 

E
rw

in
 K

isch

）
と
い
う
ド
イ
ツ
の
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

極
め
て
瑣
細
な
事
柄
で
も
、
こ
れ
を
注
意
深
く
観
察
し
、
綿
密
に
探
究
す
る
と
、

偉
大
な
発
見
に
到
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
レ
ポ
ル
タ
ー
は
、
最
も
高
い
社
会
層

か
ら
最
も
低
い
社
会
層
に
至
る
ま
で
の
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
層

0

0

0

0

0

0

0

と
接
触
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
到
る
所

0

0

0

に
居
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
眺
め

0

0

、
あ
ら
ゆ
る
事
柄

を
観
察

0

0

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
場
合
に
も
上
述
せ
る
三
つ

の
条
件

―
あ
り
の
儘
で
あ
ら
う
と
す
る
意
志
、
社
会
的
感
情
、
及
び
被
抑
圧

者
、
労
働
者
階
級
と
の
緊
密
な
結
合
を
失
は
な
い
や
う
に
力
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
＊
傍
点
＝
原
文
）

ド
イ
ツ
共
産
党
の
機
関
紙
『
ロ
ー
テ
・
フ
ァ
ー
ネ
』（“R

ote F
ah

n
e ”

）
よ
り
訳
出

さ
れ
た
右
の
文
は
、
日
本
で
最
初
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
論
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
川
口

は
次
の
よ
う
に
当
時
を
振
り
返
る
。

当
時
、
チ
ェ
ッ
コ
系
の
ド
イ
ツ
語
作
家
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
エ
ー
ゴ
ン
・
エ
ル
ウ
ィ
ー
ン
・
キ
ッ
シ
ュ
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
一

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
も
の
を
唱
道
し
、
自
分
自
身
で

も
、
そ
の
見
本
と
も
い
う
べ
き
、
優
秀
な
報
告
文
学
作
品
を
次
々
に
発
表
し
て

い
っ
た
。
私
は
辻
恒
彦
に
促
さ
れ
て
こ
れ
に
着
目
、
あ
れ
こ
れ
調
べ
て
、
こ
の

新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
日
本
に
初
め
て
紹
介
し
た
。（
中
略
）

報
告
文
学
と
い
い
、
労
農
通
信
運
動
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
紹
介
は
、
そ
の
後
、

ナ
ッ
プ
や
『
戦
旗
』
編
集
部
の
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
わ
が
国
の
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
芸
運
動
の
一
特
色
を
成
す
に
至
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
私
も
い
さ
さ

か
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ろ
う
、
と
自
負
し
て
い
る
次
第
だ㉘
。

労
農
通
信
員
運
動
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
に
特
化
し
た
問
題
で
は
な
い
た
め
本
稿
で

は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
川
口
の
自
負
が
示
す
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
文
学
形
式
の
問
題

は
、
運
動
の
発
展
と
と
も
に
日
本
で
も
次
第
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
理
論
と
い
え
ば
蔵
原
惟
人
に
よ
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
印
象
が
強

い
が
、
同
時
代
的
に
ド
イ
ツ
発
の
理
論
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

四
、
お
わ
り
に

―
鏡
と
し
て
の
日
独
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

こ
こ
ま
で
、
第
二
節
で
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
紹
介

記
事
を
、
第
三
節
で
は
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
文
学
の
紹
介

記
事
を
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
論
点
を
弁
証
法
的
に

展
開
し
て
新
た
な
問
題
を
提
示
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
紙
幅
の
都
合
で
い
く
つ
か
の

展
望
を
示
す
に
と
ど
め
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

ま
ず
、
日
本
と
ド
イ
ツ
と
い
う
異
な
る
国
で
生
じ
た
同
一
目
標
を
持
つ
文
学
運
動

を
比
較
す
る
上
で
は
、
そ
の
共
時
性
や
同
一
性
を
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
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ろ
う
。
た
と
え
ば
、
川
口
浩
は
一
九
三
〇
年
三
月
時
点
の
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
化
団
体
に
つ
い
て
、「
ド
イ
ツ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
作
家
同
盟
、
革
命
的
造
型
美
術

協
会
、
労
働
者
劇
場
同
盟
、
労
働
者
ラ
ヂ
オ
同
盟
、
ユ
ダ
ヤ
文
化
同
盟
、
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
団
、
民

デ
ー
・
フ
オ
ル
ク
ス
ビ
ユ
ー
ネ

衆
劇
場
、
左

デ
イ
・
リ
ン
ク
ス
ク
ル
フ
エ

翼
曲
線
等
」
と
紹
介
し
た
後
で
、「
右
の
団
体
の
中

で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
作
家
同
盟
、
革
命
的
造
形
美
術
家
協
会
、
及
び
労
働
者
劇

場
同
盟
は
、
互
ひ
に
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
恰
も
我
が
日
本
に
於
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
作
家
同
盟
、
美
術
家
同
盟
、
及
劇
場
同
盟
の
如
き
関
係
に
立
つ
て
ゐ
る㉙
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
は
国
際
機
関
の
方
針
に
則
る
か

た
ち
で
展
開
し
た
た
め
、
組
織
形
態
が
似
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
一
致
や
差
異
を
見
極
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化

運
動
、
あ
る
い
は
双
方
に
ま
た
が
る
問
題
点
が
浮
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
、
組
織
が
類
似
し
て
い
れ
ば
、
似
た
よ
う
な
人
材
を
輩
出
す
る
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
日
本
と
同
様
、
ド
イ
ツ
で
も
多
く
の
労
働
者
出
身
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
が
誕
生
す
る
わ
け
だ
が
、ヴ
ィ
リ
ー
・
ブ
レ
ー
デ
ル（W

illi B
redel

）

の
よ
う
な
作
家
は
、興
味
の
対
象
と
な
る
。
藤
森
成
吉
の
紹
介
文
か
ら
引
用
す
れ
ば
、

彼
は
「
純
粋
の
労
働
者
（
金
属
、
船
舶
そ
の
他
）
で
、
党
の
役

フ
ン
ク
フ
ォ
ネ
ー
ア

員
で
、
通
信
員
か
ら

党
の
地
方
新
聞
（
ブ
レ
ー
メ
ン
、
ハ
ム
ブ
ル
グ
等
の
）
編
集
者
と
な
り
、
そ
の
新
聞
に
書

い
た
論
説
に
依
つ
て
大
逆
罪
を
以
て
起
訴
さ
れ
、
現
在
ベ
ル
ゲ
ド
ル
フ
要
塞
中
に
禁

固
さ
れ
て
い
る
彼
は
、要
塞
で
書
い
た
長
篇
小
説
「
N
マ
シ
イ
ネ
ン
ア
フ
ブ
リ
イ
ク
・
エ
ヌ
ウ
ン
ト
カ
ア

K

機
械
工
場
」
に
依
つ

て
一
躍
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
の
小
説
壇
の
一
人
者
と
な
つ
た
。（
中
略
）
こ
れ
は
、
工
場
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
生
活
闘
争
、
労
働
を
、
労
働
者
の
立
場
か
ら
リ
ア
リ
ス
チ
ツ

ク
に
描
き
出
し
た
、
ド
イ
ツ
最
初
の
小
説㉚
」
で
あ
る
。『
Ｎ
＆
Ｋ
機
械
工
場㉛
』
は
、
筆

者
自
ら
が
旋
盤
工
と
し
て
働
い
た
機
械
工
場
に
題
材
を
得
て
お
り
、
大
衆
文
学
的
な

要
素
を
含
み
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
成
立
す
る
過
程
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
い
て
い
る32
。

こ
こ
か
ら
、
同
じ
労
働
者
出
身
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
物
語
化
し
た
徳
永
直
を
想
起
す
る

の
は
た
や
す
い
。
そ
の
関
連
付
け
を
促
す
か
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
版
『
太
陽
の
な

い
街
』
は
『
Ｎ
＆
Ｋ
機
械
工
場
』
と
同
じ
国
際
労
働
出
版
局
か
ら
、
こ
れ
ま
た
同
じ

一
九
三
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
徳
永
と
違
い
ブ
レ
ー
デ
ル
は
、
合
法

と
は
い
え
い
ち
早
く
共
産
党
に
入
党
し
、
終
始
革
命
思
想
を
貫
い
た
。
こ
の
よ
う
な

差
異
が
何
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
。
人
物
の
性
格
に
還
元
し
な
い
組
織
や
運
動
の
問

題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
右
の
『
太
陽
の
な
い
街
』
と
『
Ｎ
＆
Ｋ
機
械
工
場
』
に
関
連
す
る
問
題

と
し
て
、
文
学
大
衆
化
の
論
議
も
見
落
と
せ
な
い
。
こ
れ
ま
た
川
口
浩
の
論
文
を
参

照
す
る
と
、
一
九
三
〇
年
八
月
の
時
点
で
、「
我
が
国
で
は
最
近
ナ
ツ
プ
を
中
心
に
し

て
、
芸
術
大
衆
化
の
問
題
が
熱
心
に
議
論
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
現
象
は
単
に
我
が

国
だ
け
に
留
ら
ず
、
国
際
的
に
共
通
し
た
現
象
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、「
ド
イ
ツ
・
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
作
家
同
盟
の
人
達
の
間
で
は
、
工
場
を
題
材
に
し
た
長
篇
小
説
、

及
び
歴
史
的
事
件
（
年
代
的
に
見
て
、
も
の
ゝ
十
年
も
経
つ
て
ゐ
な
い
も
の
）
に
取
材
し

た
時
事
的
長
篇
小
説
の
必
要
が
、
声
を
大
に
し
て
叫
ば
れ
は
じ
め
た33
」
と
述
べ
て
い

る
。『
Ｎ
＆
Ｋ
機
械
工
場
』も
そ
の
よ
う
な
空
気
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
生
ま
れ
る
の

だ
が
、
日
本
と
同
じ
く
ド
イ
ツ
で
も
多
く
の
大
衆
化
論
が
主
張
さ
れ
た
中
で
、
こ
こ

で
具
体
的
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
の
は
、
前
節
の
前
半
で
触
れ
た
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
主

張
で
あ
る
。

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
一
九
三
一
年
一
〇
月
号
の
『
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
に
発
表
し

た
「
我
々
の
方
向
転
換34
」
と
題
す
る
長
い
巻
頭
論
文
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
大
衆

文
学
の
発
展
に
関
し
て
、
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
つ
の
見
解
が
存
在
す
る
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

D
ie ein

e sch
ädlich

e A
u

ffassu
n

g besteh
t in

 der G
erin

gsch
ätzu

n
g 

der M
assen

literatu
r, w

as w
eiter n

ich
ts ist als ein

e ü
berh

eblich
e 

U
n

tersch
ätzu

n
g der L

eserm
assen

 selbst, in
 dem

 Z
w

eifel, m
it 

“qu
alitativer ” L

iteratu
r ü

berh
au

pt M
assen

w
irku

n
gen

 erreich
en
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R
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（
中
略
）D

ie an
dere n

ich
t w

en
iger 
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ä

d
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e A
u
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ssu

n
g, d

ie u
n

s eb
en
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a
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M
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ich
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M
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 W
iderstan
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ch

u
n
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n

d S
ch

m
u

tz, rot 

gefärbt - u
n

d w
ir h

aben
 w

as w
ir w

ollen
. M

assen
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r ist kein
 

breit au
fgelegter S

ch
w

in
del. S

ie ist kein
e billige, son

dern
 ein

e 

nach allen S
eiten hin ernsthaft zu durchdenkende A

ngelegenheit.

（
有
害
な
見
解
の
一
つ
は
大
衆
文
学
の
蔑
視
に
あ
り
、
こ
れ
は
古
び
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
美

学
の
物
置
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
高
級
概
念
へ
固
執
し
、
そ
も
そ
も
「
高
級
な
」
文
学
の

方
が
多
く
の
効
果
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
の
中
で
生
じ
る
、
読
者
大

衆
自
体
を
横
柄
に
過
小
評
価
す
る
こ
と
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。（
中
略
）
こ
れ
と
同

様
に
有
害
で
我
々
を
大
衆
か
ら
遊
離
さ
せ
る
も
う
一
つ
の
見
解
は
、
大
衆
文
学
の
軽
薄

な
創
作
で
あ
ろ
う
。
最
も
抵
抗
の
少
な
い
方
法
、
す
な
わ
ち
低
俗
な
作
品
や
、
卑
猥
な

作
品
を
赤
く
染
め
た
だ
け
で
仕
上
げ
る
方
法
に
よ
っ
て
大
衆
文
学
を
安
易
に
執
筆
し
て

は
い
け
な
い
。
大
衆
文
学
と
は
大
量
生
産
さ
れ
る
イ
ン
チ
キ
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

は
安
っ
ぽ
い
も
の
で
は
な
く
、
創
作
す
る
と
き
に
は
真
剣
に
じ
っ
く
り
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。）

つ
ま
り
、
一
方
で
は
芸
術
至
上
主
義
的
態
度
か
ら
く
る
蔑
視
に
よ
っ
て
大
衆
文
学

そ
の
も
の
の
価
値
を
否
定
し
、
も
う
一
方
で
は
、
大
衆
化
の
方
法
を
誤
解
す
る
こ
と

で
卑
俗
な
作
品
を
創
作
す
る
態
度
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
第
一

の
失
敗
は
、
芸
術
を
高
級
な
そ
れ
と
、
大
衆
的
な
そ
れ
と
に
分
つ
こ
と
に
よ
つ
て
、

何
等
か
の
特
別
な
大
衆
芸
術
の
形
式
が
存
在
す
る
か
の
如
き
幻
想
を
惹
起
し
た
こ
と

で
あ
る
。
第
二
は
、意
識
水
準
の
低
い
大
衆
を
目
安
に
す
る
大
衆
芸
術
の
場
合
は「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
割
合
に
ゆ
る
や
か
に
」
水
を
割
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
ふ
逸
脱
を

導
い
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
日
本

0

0

に
お
け
る
「
芸
術
大
衆
化
に
関
す
る
決
議35
」
の

文
言
を
挿
入
す
る
と
、
あ
た
か
も
鏡
の
よ
う
に
双
方
が
重
な
り
合
う
。
こ
う
し
て
、

日
独
の
言
説
を
比
較
す
る
こ
と
で
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
文
学
」
と
「E

in
e 

proletarisch
e-revolu

tion
äre M

assen
literatu

r

」
の
共
時
性
が
確
認
で
き
る
の

だ
。以

上
、
最
後
は
課
題
を
提
示
す
る
の
み
と
な
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
前
後
の
日
独

双
方
の
主
要
雑
誌
に
お
け
る
言
論
の
往
来
に
つ
い
て
、
本
稿
で
一
端
が
示
せ
た
と
思

う
。
本
節
で
挙
げ
た
日
独
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
同
一
性
や
共
時
性
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
設
け
て
論
じ
た
い
。

注①　
鹿
地
亘
「
国
際
的
に
な
つ
た
プ
ロ
文
学
」（『
帝
国
大
学
新
聞
』
一
九
三
一
年
一
二
月

一
四
日
）

②　
「「
国
際
×
×
作
家
同
盟
」
加
入
に
際
し
て
檄
す
!!
」（『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』

一
九
三
二
年
三
月
）

③　

‘T
o all revolu

tion
ary w

riters of th
e w

orld’, “L
iteratu

re of th
e w

orld 

R
evolu

tion
”, S

pecial N
u

m
ber, 1931.

④　

中
川
成
美「
一
九
三
○
年
代
在
欧
知
識
人
の
一
状
況

―
勝
本
清
一
郎
滞
欧
の
意
味

―
」（『
日
本
文
学
』
一
九
八
一
年
一
一
月
）

⑤　

中
川
成
美
「
ハ
リ
コ
フ
会
議
経
緯

―
勝
本
清
一
郎
の
役
割
を
中
心
に

―
」（『
日

本
近
代
文
学
』
二
八
集
、
一
九
八
一
年
九
月
）

⑥　

同
・
注
③
。
な
お
、
ド
イ
ツ
語
版
と
も
記
述
内
容
は
一
致
す
る
。

⑦　

小
田
切
秀
雄
「
頽
廃
の
根
源
に
つ
い
て
」（『
思
想
』
一
九
五
三
年
九
月
）

⑧　

た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
五
月
か
ら
、A

n
dor G

abor

が
退
きH

an
s M

arch
w

itza
が
新
た
に
編
集
へ
加
わ
っ
て
い
る
。

⑨　

ハ
リ
コ
フ
会
議
に
お
け
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
レ
ン
の
報
告
に
よ
る
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
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ア
革
命
作
家
同
盟
は
、モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
革
命
作
家
国
際
会
議
の
決
定

に
応
じ
て
一
九
二
八
年
一
〇
月
一
九
日
に
組
織
さ
れ
、成
員
は
結
成
一
年
目
で
三
〇
〇

名
ま
で
増
加
し
、報
告
時
点
（
一
九
三
〇
年
一
一
月
）
で
は
三
五
〇
名
に
及
ん
だ
。
共

産
党
へ
の
所
属
率
は
四
〇
％
、
成
員
の
約
三
〇
％
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
、
約

六
〇
％
が
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。（’C

on
feren

ce delegates : 

M
orn

in
g session

 13-X
I 1930’, 

同
・
注
③
）

⑩　

小
川
正
巳
「
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
作
家
同
盟
機
関
誌
「
リ
ン
ク
ス
ク
ル

フ
ェ
」（
１
９
２
９
年
8
月
〜
１
９
３
２
年
12
月
）
を
め
ぐ
っ
て
」（『
神
戸
外
大
論
叢
』

二
五
巻
三
号
、
一
九
七
四
年
八
月
）
お
よ
び
、
吾
妻
雄
次
郎
「《
リ
ン
ク
ス
・
ク
ー
ル

ヴ
ェ
》
へ
の
序
曲
」（『
論
集
』
駒
澤
大
学
、
三
二
号
、
一
九
九
〇
年
九
月
）。

⑪　

広
告
で
は
、「S

en
 K

atayam
a, ein

er der B
egrü

n
der der japan

isch
en

 

A
rbeiterbew

egu
n

g sch
ildert in

 sein
en

 M
em

oiren
 die A

n
fän

ge u
n

d die 

E
n

tw
ick

lu
n

g d
er jap

an
isch

en
 A

rbeiterbew
egu

n
g u

n
d gibt d

am
it 

gleich
zeitig ein

e G
esch

ich
te Japan

s von
 der M

eiji - R
evolu

tion
 bis 

h
eu

te.

（
日
本
の
労
働
運
動
の
創
始
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
片
山
潜
が
、日
本
の
労
働
運

動
の
始
ま
り
と
発
展
を
回
想
し
、
明
治
維
新
か
ら
現
在
ま
で
の
日
本
の
歴
史
を
記

す
。）」（“D

ie L
in

ks-ku
rve”, 1932. 7.

）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
筆
者
が
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
回
想
録
の
所
在
は
確
認
で
き
ず
、
実
際
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

⑫　

翻
訳
者
に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
、
千
田
是
也
と
ア
ル
フ
・
ラ
ダ
ッ
ツ
に
よ
る
共
訳

と
考
え
ら
れ
る
。『
太
陽
の
な
い
街
』
の
ド
イ
ツ
語
版
の
翻
訳
過
程
に
つ
い
て
は
、拙
稿

「『
太
陽
の
な
い
街
』
の
翻
訳
と
伝
播

―“D
ie S

trasse ohne S
onne”

（
独
訳
）
を

中
心
に

―
」（『
日
本
近
代
文
学
』
八
八
集
、二
〇
一
三
年
五
月
）
を
参
照
願
い
た
い
。

⑬　

長
文
の
た
め
原
文
の
併
記
は
省
略
し
た
。
た
だ
し
、原
文
を
表
記
し
た
方
が
よ
い
と

判
断
し
た
箇
所
の
み
ド
イ
ツ
語
の
原
文
を
併
記
し
た
。

⑭　

原
文
が「K
ü

n
stlerverban

des

」の
た
め
、「
芸
術
団
体
協
議
会
」と
せ
ず
一
九
二
八

年
一
二
月
に
改
組
さ
れ
る
以
前
の
「
芸
術
連
盟
」
と
訳
し
た
。

⑮　

一
九
三
〇
年
前
後
の
ベ
ル
リ
ン
に
は
、衛
生
学
者
の
国
崎
定
洞
を
中
心
に
ド
イ
ツ
共

産
党
の
党
員
な
い
し
シ
ン
パ
と
し
て
活
動
し
た
日
本
人
の
知
識
人
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

彼
ら
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
川
上
武
・
加
藤
哲
郎
『
人
間
国
崎
定
洞
』（
勁
草
書
房
、

一
九
九
五
年
一
一
月
）
お
よ
び
加
藤
哲
郎
『
ワ
イ
マ
ー
ル
期
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
人

―

洋
行
知
識
人
の
反
帝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
に
詳
し

く
書
か
れ
て
い
る
。

⑯　

前
田
河
「
新
マ
ル
コ
・
ポ
ロ
物
語
」（『
文
戦
』
一
九
三
一
年
六
月
）

⑰　

事
件
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
小
寺
昭
次
郎
「
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
」

（『
ド
イ
ツ
文
学
研
究
』
二
九
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

⑱　

同
・
注
⑰
。

⑲　

同
・
注
⑰
。

⑳　

渡
辺
正
彦
「「
国
際
文
化
」」（『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
第
五
巻
』
講
談
社
、一
九
七
七

年
一
一
月
）

㉑　

ち
な
み
に
、『
リ
ン
ク
ス
・
ク
ル
フ
ェ
』
の
記
事
で
は
、
千
田
是
也
の
手
元
に
あ
っ

た
号
と
し
て
、
こ
の
一
九
二
九
年
九
月
号
の
目
次
が
紹
介
さ
れ
た
。

㉒　

ル
・
メ
ル
テ
ン
（
林
房
雄
と
共
訳
）『〈
世
界
社
会
主
義
文
学
叢
書
第
6
篇
〉
芸
術
の

唯
物
史
観
的
解
釈
』（
南
宋
書
院
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
）、
メ
ー
リ
ン
ク
『〈
マ
ル
ク

ス
主
義
芸
術
理
論
叢
書
3
〉
世
界
文
学
と
無
産
階
級
』（
叢
文
閣
、
一
九
二
八
年
一
二

月
）、ハ
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『〈
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
理
論
叢
書
6
〉
造
型
芸
術
社
会

学
』（
叢
文
閣
、
一
九
二
九
年
一
一
月
）、
メ
ー
リ
ン
グ
『〈
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
理
論

叢
書
7
〉
美
学
及
び
文
学
史
論
』（
叢
文
閣
、
一
九
三
一
年
二
月
）
な
ど
。

㉓　
「
ド
イ
ツ
に
於
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

―
「
革
命
的
」
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
よ
り

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
へ
」（『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
教
程
第
二
集
』
世
界
社
、

一
九
二
九
年
一
一
月
）、「
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
発
達
史
」（『
綜
合
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
芸
術
講
座
第
四
巻
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
）
な
ど
。

㉔　
『
劇
と
評
論
』（
一
九
二
六
年
一
〇
月
）
に
脚
本
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
、『
社
会
文

芸
叢
書
第
三
編
』（
金
星
堂
、
一
九
二
七
年
三
月
）
や
『
世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
傑
作
選

集
第
八
巻
』（
平
凡
社
、
一
九
三
〇
年
三
月
）、『
新
興
文
学
全
集
第
一
八
巻
独
逸
篇
第

一
』（
平
凡
社
、
一
九
三
〇
年
、
＊
た
だ
し
筆
者
未
確
認
）
に
収
録
さ
れ
た
。

㉕　
『
世
界
社
会
主
義
文
学
叢
書
第
5
篇
』（
南
宋
書
院
、一
九
二
八
年
一
〇
月
）
と
し
て

刊
行
。

㉖　

川
口
浩
『
文
学
運
動
の
中
に
生
き
て
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
七
一
年
一
月
、

二
五
頁
）
に
よ
る
。
な
お
、
同
様
の
こ
と
は
、
同
じ
く
川
口
の
「
懐
旧
の
時
代
と
そ
の

人
び
と
」（『「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
」・「
前
衛
」別
巻
』戦
旗
復
刻
版
刊
行
会
、一
九
八
〇

年
一
一
月
）
や
、林
房
雄
『
文
学
的
回
想
』（
新
潮
社
、一
九
五
五
年
二
月
、三
八
頁
）、



一
〇
五

日
独
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
往
来

1241

千
田
是
也
（
藤
田
富
士
男
監
修
）『
劇
白 

千
田
是
也
』（
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
五
年
一
二
月
、
一
五
〜
一
六
頁
）
で
も
確
認
で
き
る
。

㉗　
「
芸
術
大
衆
化
に
関
す
る
決
議
」（『
戦
旗
』
一
九
三
〇
年
七
月
掲
載
）
に
は
、「
労
農

通
信
並
び
に
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
る
報
告
文
学
は
、直
接
大
衆
の
中
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。如
何
に
彼
等
自
身
の
闘
争
の
経
験
を
広
く
伝
え
る
か

と
い
ふ
切
実
な
要
求
は
、必
然
的
に
（
中
略
）
単
純
さ
と
明
朗
さ
と
を
具
体
化
し
つ
ゝ

あ
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
の
事
実
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
。
我
々
の
芸
術
形
式
の
基
礎
的

要
素
が
そ
こ
に
指
示
さ
れ
て
居
る
の
だ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

㉘　
『
文
学
運
動
の
中
に
生
き
て
』（
前
掲
・
注
㉖
）、
四
七
〜
四
八
頁
。

㉙　

川
口
浩
「
ド
イ
ツ
に
於
け
る
革
命
的
芸
術
家

―
『
左
翼
曲
線
』
を
中
心
に
し
て

―
」（『
世
界
の
動
き
』
一
九
三
〇
年
七
月
）

㉚　

藤
森
成
吉
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
印
象
記
』（
大
畑
書
店
、
一
九
三
四
年
四
月
、
一
六
〇
頁
）

㉛　

W
ill B

red
el, “M

a
sch

in
en

fa
b

rik N
. &

 K
. : E

in
 R

om
a

n
 a

u
s d

em
 

proletarisch
en

 A
lltag”, In

tern
ation

aler A
rbeiter-V

erlag, 1930. 

な
お
、
邦

訳
に
柴
田
勇
二
訳
『〈
国
際
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
叢
書
〉
N
＆
K
機
械
工
場
』（
四
六
書
院 

、

一
九
三
一
年
一
〇
月
）
が
あ
る
。

32　

日
本
に
お
け
る
『
Ｎ
＆
Ｋ
機
械
工
場
』
の
唯
一
の
作
品
論
で
あ
る
林
功
三
「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
革
命
文
学
研
究
・
そ
の
一

―
Ｗ
・
ブ
レ
ー
デ
ル
の
「
Ｎ
＆
Ｋ
機
械
工
場
」
の

評
価
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
ド
イ
ツ
文
学
研
究
』
二
三
号
、
一
九
七
七
年
八
月
）
で

は
、同
作
品
に
は
「
高
い
質
を
も
っ
た
大
衆
小
説
の
お
も
し
ろ
さ
」
が
あ
る
と
評
さ
れ

て
い
る
。

33　

川
口
浩
「
世
界
前
衛
芸
術
と
そ
の
人
（
四
）
ド
イ
ツ
に
於
け
る
文
学
大
衆
化
の
問
題

（
上
）」（『
国
民
新
聞
』
一
九
三
〇
年
八
月
二
〇
日
）

34　

Joh
an

n
es R

. B
edh

er, ‘U
n

ser W
en

du
n

g’, “D
ie L

in
ks-K

u
rve”, 1931.10.

35　

同
・
注
㉗
。

【
付
記
】
一
、  

本
稿
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
の
翻
訳
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
第
二
節
の
Ⓔ
を
除
い
て
は
、
あ
く
ま
で
引
用
文
の
解
釈
と
し
て

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
翻
訳
の
正
確
性
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

　
　
　

 

一
、  

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
・
課
題
番
号16K

16761

）

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。（

三
重
大
学
教
育
学
部
講
師
）


